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○
経
済
産
業
省
令
第
三
十
七
号

火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
及
び
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
等

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
四
月
十
日

経
済
産
業
大
臣

梶
山

弘
志

火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の

を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前
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（
経
済
産
業
大
臣
の
行
う
試
験
）

（
経
済
産
業
大
臣
の
行
う
試
験
）

第
七
十
二
条

経
済
産
業
大
臣
が
行
う
試
験
は
、
毎
年
一
回
と

第
七
十
二
条

経
済
産
業
大
臣
が
行
う
試
験
は
、
毎
年
一
回
と

し
、
当
該
試
験
を
施
行
す
る
場
所
及
び
期
日
並
び
に
受
験
願

し
、
当
該
試
験
を
施
行
す
る
場
所
お
よ
び
期
日
な
ら
び
に
受

書
の
提
出
期
限
は
、
あ
ら
か
じ
め
官
報
で
告
示
す
る
。

験
願
書
の
提
出
期
限
は
、
あ
ら
か
じ
め
官
報
で
告
示
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な

［
新
設
］

い
事
由
に
よ
り
同
項
の
試
験
を
施
行
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
告
示
す

る
。

（
都
道
府
県
知
事
の
行
う
試
験
）

（
都
道
府
県
知
事
の
行
う
試
験
）

第
七
十
三
条

[

略]
第
七
十
三
条

[

略]

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な

［
新
設
］

い
事
由
に
よ
り
同
項
の
試
験
を
施
行
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
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る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
旨
を
公
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
容
器
保
安
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

容
器
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前
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（
容
器
再
検
査
の
期
間
）

（
容
器
再
検
査
の
期
間
）

第
二
十
四
条

［
略
］

第
二
十
四
条

［
略
］

２

［
略
］

２

［
略
］

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
の
認
可

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
の
認
可

を
受
け
た
場
合
又
は
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ

を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
認
可
に
係
る
期
間
を
も
つ
て
法
第

り
こ
れ
ら
の
項
の
期
間
内
に
容
器
再
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間

困
難
で
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
認
可
に
係
る
期
間
又

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
経
済
産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
を

も
つ
て
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
期
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
五
条
・
第
二
十
六
条

［
略
］

第
二
十
五
条
・
第
二
十
六
条

［
略
］
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（
附
属
品
再
検
査
の
期
間
）

（
附
属
品
再
検
査
の
期
間
）

第
二
十
七
条

［
略
］

第
二
十
七
条

［
略
］

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
の
認
可
を

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
の
認
可
を

受
け
た
場
合
又
は
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り

受
け
た
場
合
は
、
当
該
認
可
に
係
る
期
間
を
も
つ
て
法
第
四

同
項
の
期
間
内
に
附
属
品
再
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で

十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
と

あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
認
可
に
係
る
期
間
又
は
経
済

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
を
も
つ
て

法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

期
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。
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（
冷
凍
保
安
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

冷
凍
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
、
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
は
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正

後
欄
に
掲
げ
る
既
定
の
傍
線
を
付
し
、
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定

で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
特
定
施
設
の
範
囲
等
）

（
特
定
施
設
の
範
囲
等
）

第
四
十
条

［
略
］

第
四
十
条

［
略
］

２

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
都
道
府
県
知
事
若
し
く
は

２

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県

指
定
都
市
の
長
が
行
う
保
安
検
査
又
は
同
項
第
二
号
の
認
定

知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
が
行
う
保
安
検
査
は
、
三
年
以
内

保
安
検
査
実
施
者
が
自
ら
行
う
保
安
検
査
は
、
三
年
に
一
回

に
少
な
く
と
も
一
回
以
上
行
う
も
の
と
す
る
。
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受
け
、
又
は
自
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災

害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
そ
の
回
数
で
保
安
検

査
を
受
け
、
又
は
自
ら
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、

当
該
事
由
を
勘
案
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
に
一

回
受
け
、
又
は
自
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
・
４

［
略
］

３
・
４

［
略
］

（
協
会
等
が
保
安
検
査
を
行
う
特
定
施
設
の
指
定
等
）

（
協
会
等
が
保
安
検
査
を
行
う
特
定
施
設
の
指
定
等
）

第
四
十
一
条

［
略
］

第
四
十
一
条

［
略
］

２

前
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
協
会
が
行
う

２

前
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
協
会
が
行
う

保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二

保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二

項
中
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
都
道
府
県
知
事
若
し

項
中
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
都
道

く
は
指
定
都
市
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
五
条
第
一

府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
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項
第
一
号
の
協
会
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
事
業
所
の
所
在

五
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
協
会
」
と
、
同
条
第

地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と

三
項
中
「
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」

、
同
条
第
四
項
中
「
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
」

と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
都
道
府
県
知

と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

事
又
は
指
定
都
市
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

３

［
略
］

３

［
略
］

４

前
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
保
安
検

４

前
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
保
安
検

査
機
関
が
行
う
保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

査
機
関
が
行
う
保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
都
道

て
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定

府
県
知
事
若
し
く
は
指
定
都
市
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
法
第

に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
」
と
あ
る
の

三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
指
定
保
安
検
査
機
関
」
と
、
同

は
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
指
定

条
第
三
項
中
「
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知

保
安
検
査
機
関
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
事
業
所
の
所
在
地

事
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
所
の
所
在
地
に
お
い
て
保
安
検
査

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
所
の
所



- 9 -

を
行
う
指
定
保
安
検
査
機
関
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
都
道

在
地
に
お
い
て
保
安
検
査
を
行
う
指
定
保
安
検
査
機
関
」
と

府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
保
安

、
同
条
第
四
項
中
「
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
」

検
査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

と
あ
る
の
は
「
指
定
保
安
検
査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

５

［
略
］

５

［
略
］

第
四
十
二
条
・
第
四
十
三
条

［
略
］

第
四
十
二
条
・
第
四
十
三
条

［
略
］

（
定
期
自
主
検
査
を
行
う
製
造
施
設
等
）

（
定
期
自
主
検
査
を
行
う
製
造
施
設
等
）

第
四
十
四
条

［
略
］

第
四
十
四
条

［
略
］

２

［
略
］

２

［
略
］

３

法
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
自
主
検
査
は
、
第
一

３

法
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
自
主
検
査
は
、
第
一

種
製
造
者
の
製
造
施
設
に
あ
つ
て
は
法
第
八
条
第
一
号
の
経

種
製
造
者
の
製
造
施
設
に
あ
つ
て
は
法
第
八
条
第
一
号
の
経
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済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
（
耐
圧
試
験
に
係
る

済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
（
耐
圧
試
験
に
係
る

も
の
を
除
く
。
）
に
適
合
し
て
い
る
か
、
又
は
第
二
種
製
造

も
の
を
除
く
。
）
に
適
合
し
て
い
る
か
、
又
は
第
二
種
製
造

者
の
製
造
施
設
に
あ
つ
て
は
法
第
十
二
条
第
一
項
の
経
済
産

者
の
製
造
施
設
に
あ
つ
て
は
法
第
十
二
条
第
一
項
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
（
耐
圧
試
験
に
係
る
も
の

業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
（
耐
圧
試
験
に
係
る
も
の

を
除
く
。
）
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
一
年

を
除
く
。
）
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
一
年

に
一
回
以
上
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
そ

に
一
回
以
上
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
そ
の
回
数
で
自
主
検
査
を

行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
由
を
勘
案
し
て

経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
に
一
回
以
上
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

４
・
５

［
略
］

４
・
５

［
略
］

様
式
第
23

（第
40
条
及
び
第
4
1
条
関
係

）

様
式
第
2
3

（第
4
0
条
及
び
第
41
条
関
係

）
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［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略
］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］
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［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

備
考［略

］

［略

］
備
考

１
・
２

［略

］

備
考

１
・
２

［略

］

３
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

［新
設

］
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こ
と

。

(
1
)
第
4
0
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間

に
保
安
検
査
を
受
け
る
場
合
は
そ
の
旨

(
2
)
そ
の
他
必
要
な
事
項

４

［略

］

３

［略

］

様
式
第
25

（第
41
条
関
係

）

様
式
第
25

（第
41
条
関
係

）

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］



- 14 -

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］



- 15 -

備
考［略

］

［略

］

備
考

１
・
２

［略

］

備
考

１
・
２

［略

］

３
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

［新
設

］

こ
と

。

(
1
)
第
4
0
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間

に
保
安
検
査
を
受
け
た
場
合
は
そ
の
旨

(
2
)
そ
の
他
必
要
な
事
項

４

［略

］

３

［略

］

様
式
第
26

（第
41
条
関
係

）

様
式
第
2
6

（第
4
1
条
関
係

）
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［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］
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［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

備
考［略

］

［略

］

備
考

１
・
２

［略

］

備
考

１
・
２

［略

］

３
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

［新
設

］

こ
と

。

(
1
)
第
4
0
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
に

保
安
検
査
を
受
け
た
場
合
は
そ
の
旨
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(
2
)
そ
の
他
必
要
な
事
項

４

［略

］

３

［略

］

様
式
第
27

（第
42
条
関
係

）
様
式
第
27

（第
42
条
関
係

）

［略

］

［略

］

備
考

１
・
２

［略

］

備
考

１
・
２

［略

］

３
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

［新
設

］

こ
と

。

(
1
)
第
4
0
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間

に
保
安
検
査
を
行
っ
た
場
合
は
そ
の
旨

(
2
)
そ
の
他
必
要
な
事
項
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様
式
第
28

（第
42
条
関
係

）

様
式
第
28

（第
42
条
関
係

）

［略
］

［略

］

備
考

１
・
２

［略

］

備
考

１
・
２

［略

］

３
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

［新
設

］

こ
と

。

(
1
)
第
4
0
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間

に
保
安
検
査
を
行
っ
た
場
合
は
そ
の
旨

(
2
)
そ
の
他
必
要
な
事
項

様
式
第
40

（第
55
条
関
係

）

様
式
第
4
0

（第
5
5
条
関
係

）

［略

］

［略

］
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［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略
］

［略

］
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［略
］

［略

］

備
考［略

］

［略

］

備
考

１
・
２

［略

］

備
考

１
・
２

［略

］

３
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

［新
設

］

こ
と

。

(
1
)
第
4
0
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間

に
保
安
検
査
を
行
っ
た
場
合
は
そ
の
旨

(
2
)
そ
の
他
必
要
な
事
項
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４

［略

］

３

［略

］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の

を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前
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（
第
一
種
製
造
者
に
係
る
製
造
の
許
可
の
申
請
）

（
第
一
種
製
造
者
に
係
る
製
造
の
許
可
の
申
請
）

第
三
条

法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
第
一
号
の

第
三
条

法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
第
一
号
の

許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
一
の
高
圧
ガ
ス
製

許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
一
の
高
圧
ガ
ス
製

造
許
可
申
請
書
に
製
造
計
画
書
を
添
え
て
、
事
業
所
の
所
在

造
許
可
申
請
書
に
製
造
計
画
書
を
添
え
て
、
事
業
所
の
所
在

地
（
移
動
式
製
造
設
備
を
使
用
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該

地
（
移
動
式
製
造
設
備
を
使
用
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該

設
備
の
使
用
の
本
拠
の
所
在
地
。
以
下
同
じ
。
）
を
管
轄
す

設
備
の
使
用
の
本
拠
の
所
在
地
。
以
下
同
じ
。
）
を
管
轄
す

る
都
道
府
県
知
事
（
当
該
事
業
所
の
所
在
地
が
地
方
自
治
法

る
都
道
府
県
知
事
（
当
該
事
業
所
の
所
在
地
が
地
方
自
治
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の

十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。

十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。

）
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業
所
に
係
る

）
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業
所
に
係
る

事
務
が
高
圧
ガ
ス
保
安
法
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
二
十

事
務
が
高
圧
ガ
ス
保
安
法
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
二
十

号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
事

号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
事

務
に
該
当
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
所
在
地
を
管
轄

務
に
該
当
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
所
在
地
を
管
轄
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す
る
指
定
都
市
の
長
。
次
条
第
二
項
、
第
四
条
、
第
十
条
、

す
る
指
定
都
市
の
長
。
次
条
第
二
項
、
第
四
条
、
第
十
条
、

第
十
条
の
二
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第
十
六
条
第
二
項
、
第

第
十
条
の
二
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第
十
六
条
第
二
項
、
第

十
七
条
第
一
項
、
第
二
十
九
条
第
二
項
、
第
三
十
八
条
の
二

十
七
条
第
一
項
、
第
二
十
九
条
第
二
項
、
第
三
十
八
条
の
二

、
第
四
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
十
一
条
第
一
項

、
第
四
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
十
一
条
第
一
項

、
第
五
十
一
条
の
二
、
第
五
十
四
条
第
一
項
、
第
五
十
六
条

、
第
五
十
一
条
の
二
、
第
五
十
四
条
第
一
項
、
第
五
十
六
条

、
第
六
十
一
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
十
項
、
第
六
十
五

、
第
六
十
一
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
十
項
、
第
六
十
五

条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
六
十
九
条
、
第
七
十
三
条
、
第

条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
六
十
九
条
、
第
七
十
三
条
、
第

七
十
六
条
第
三
項
、
第
七
十
七
条
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第

七
十
六
条
第
三
項
、
第
七
十
七
条
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第

六
項
、
第
七
十
八
条
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
七
十
九
条
第

五
項
、
第
七
十
八
条
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
七
十
九
条
第

一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
九
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項

一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
九
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
遺
贈
、
営
業
の
譲
渡
又
は
分
割
（
当
該
第
一
種
製
造
者

し
、
遺
贈
、
営
業
の
譲
渡
又
は
分
割
（
当
該
第
一
種
製
造
者

の
そ
の
許
可
に
係
る
事
業
所
を
承
継
さ
せ
る
も
の
を
除
く
。

の
そ
の
許
可
に
係
る
事
業
所
を
承
継
さ
せ
る
も
の
を
除
く
。
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）
に
よ
り
引
き
続
き
高
圧
ガ
ス
の
製
造
を
し
よ
う
と
す
る
者

）
に
よ
り
引
き
続
き
高
圧
ガ
ス
の
製
造
を
し
よ
う
と
す
る
者

が
新
た
に
許
可
を
申
請
す
る
と
き
は
、
製
造
計
画
書
の
添
付

が
新
た
に
許
可
を
申
請
す
る
と
き
は
、
製
造
計
画
書
の
添
付

を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

［
略
］

２

［
略
］

第
三
条
の
二
～
第
七
十
六
条

［
略
］

第
三
条
の
二
～
第
七
十
六
条

［
略
］

（
特
定
施
設
の
範
囲
等
）

（
特
定
施
設
の
範
囲
等
）

第
七
十
七
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
経
済
産
業
省
令

第
七
十
七
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
も
の
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
製
造
施
設
以

で
定
め
る
も
の
は
、
告
示
で
定
め
る
製
造
施
設
以
外
の
製
造

外
の
製
造
施
設
（
以
下
「
特
定
施
設
」
と
い
う
。
）
と
す

施
設
（
以
下
「
特
定
施
設
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。

る
。

２

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
都
道
府
県
知
事
若
し
く
は

２

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
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指
定
都
市
の
長
が
行
う
保
安
検
査
又
は
同
項
第
二
号
の
認
定

又
は
指
定
都
市
の
長
が
行
う
保
安
検
査
は
、
一
年
（
経
済
産

保
安
検
査
実
施
者
が
自
ら
行
う
保
安
検
査
は
、
一
年
（
経
済

業
大
臣
が
定
め
る
施
設
に
あ
つ
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定

産
業
大
臣
が
定
め
る
施
設
に
あ
つ
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
が

め
る
期
間
）
に
一
回
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
使
用
を

定
め
る
期
間
）
に
一
回
受
け
、
又
は
自
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な

休
止
し
た
特
定
施
設
で
あ
つ
て
、
様
式
第
三
十
六
の
二
の
高

ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ

圧
ガ
ス
製
造
施
設
休
止
届
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て

り
そ
の
回
数
で
保
安
検
査
を
受
け
、
又
は
自
ら
行
う
こ
と
が

事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
た

困
難
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
経
済
産
業
大

も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
前
回
の
保
安
検
査
（
保
安
検
査
を
受

臣
が
定
め
る
期
間
に
一
回
受
け
、
又
は
自
ら
行
わ
な
け
れ
ば

け
又
は
自
ら
行
つ
た
こ
と
の
な
い
施
設
に
あ
つ
て
は
、
完
成

な
ら
な
い
。

検
査
。
以
下
同
じ
。
）
の
日
か
ら
当
該
施
設
を
再
び
使
用
し

よ
う
と
す
る
日
ま
で
の
期
間
が
一
年
以
上
（
経
済
産
業
大
臣

が
定
め
る
施
設
に
あ
つ
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期

間
以
上
）
で
あ
る
も
の
（
以
下
「
休
止
施
設
」
と
い
う
。
）

に
あ
つ
て
は
、
当
該
施
設
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
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ま
で
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

一

使
用
を
休
止
し
た
特
定
施
設
の
位
置
、
範
囲
等
を
明
示

し
た
図
面

二

使
用
を
休
止
し
た
特
定
施
設
に
つ
い
て
講
じ
た
措
置
を

記
載
し
た
書
面

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
を
休
止
し
た
特
定
施

［
新
設
］

設
で
あ
つ
て
、
様
式
第
三
十
六
の
二
の
高
圧
ガ
ス
製
造
施
設

休
止
届
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
事
業
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
た
も
の
で
あ
り
、
か

つ
、
前
回
の
保
安
検
査
（
保
安
検
査
を
受
け
又
は
自
ら
行
つ

た
こ
と
の
な
い
施
設
に
あ
つ
て
は
、
完
成
検
査
。
以
下
同

じ
。
）
の
日
か
ら
当
該
施
設
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日

ま
で
の
期
間
が
一
年
以
上
（
前
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
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る
施
設
に
あ
つ
て
は
、
前
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期

間
以
上
）
で
あ
る
も
の
（
以
下
「
休
止
施
設
」
と
い
う
。
）

に
あ
つ
て
は
、
当
該
施
設
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
と
き

ま
で
受
け
、
又
は
自
ら
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

一

使
用
を
休
止
し
た
特
定
施
設
の
位
置
、
範
囲
等
を
明
示

し
た
図
面

二

使
用
を
休
止
し
た
特
定
施
設
に
つ
い
て
講
じ
た
措
置
を

記
載
し
た
書
面

４

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
項
の

３

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
前
項
の
保

保
安
検
査
を
、
前
回
の
保
安
検
査
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
し

安
検
査
を
、
前
回
の
保
安
検
査
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た

た
日
（
同
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
施
設
に
あ
つ
て
は

日
（
前
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
施
設
に
あ
つ
て
は
、

、
同
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
を
経
過
し
た
日
。

前
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
を
経
過
し
た
日
。
以

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
の
前
後
一

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
の
前
後
一
月
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月
以
内
（
認
定
完
成
検
査
実
施
者
、
認
定
保
安
検
査
実
施
者

以
内
（
認
定
完
成
検
査
実
施
者
、
認
定
保
安
検
査
実
施
者
又

又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
基
準
日
の
前

は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
基
準
日
の
前
後

後
三
月
以
内
）
に
受
け
又
は
自
ら
保
安
検
査
を
行
つ
た
場
合

三
月
以
内
）
に
受
け
又
は
自
ら
保
安
検
査
を
行
つ
た
場
合
に

に
あ
つ
て
は
、
基
準
日
に
お
い
て
当
該
検
査
を
受
け
、
又
は

あ
つ
て
は
、
基
準
日
に
お
い
て
当
該
検
査
を
受
け
又
は
行
つ

自
ら
行
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

た
も
の
と
み
な
す
。

５

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
項
の

４

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
項
の

保
安
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
第
一
種
製
造
者
（
認
定
完
成

保
安
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
第
一
種
製
造
者
（
認
定
完
成

検
査
実
施
者
、
認
定
保
安
検
査
実
施
者
又
は
自
主
保
安
高
度

検
査
実
施
者
、
認
定
保
安
検
査
実
施
者
又
は
自
主
保
安
高
度

化
事
業
者
を
除
く
。
）
は
、
前
回
の
保
安
検
査
の
日
（
前
項

化
事
業
者
を
除
く
。
）
は
、
前
回
の
保
安
検
査
の
日
（
前
項

の
規
定
に
よ
り
第
二
項
の
保
安
検
査
を
受
け
、
又
は
自
ら
行

の
規
定
に
よ
り
第
二
項
の
保
安
検
査
を
受
け
又
は
行
つ
た
も

つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
日
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら

の
と
み
な
さ
れ
た
日
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
一
年
を

一
年
を
超
え
な
い
日
（
休
止
施
設
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施
設

超
え
な
い
日
（
休
止
施
設
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施
設
を
再
び

を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前
）
ま
で
に
、
様

使
用
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前
）
ま
で
に
、
様
式
第
三
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式
第
三
十
七
の
保
安
検
査
申
請
書
を
事
業
所
の
所
在
地
を
管

十
七
の
保
安
検
査
申
請
書
を
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
・
７

［
略
］

５
・
６

［
略
］

（
協
会
等
が
保
安
検
査
を
行
う
特
定
施
設
の
指
定
等
）

（
協
会
等
が
保
安
検
査
を
行
う
特
定
施
設
の
指
定
等
）

第
七
十
八
条

［
略
］

第
七
十
八
条

［
略
］

２

前
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
協
会
が
行
う

２

前
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
協
会
が
行
う

保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二

保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二

項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
中
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本

項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
中
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本

文
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
」
と
、

文
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
」
と
、

同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
若
し
く
は
指
定
都
市
の
長

同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
が
行

が
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
が
行
う
」
と
、
同
条
第
五
項

う
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
が
行
う
」
と
、
同
条
第
四
項
及
び

及
び
第
六
項
中
「
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

第
五
項
中
「
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
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知
事
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
都
道

」
と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
都
道
府
県

府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と

知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と
読
み

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

［
略
］

３

［
略
］

４

前
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
保
安
検

４

前
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
保
安
検

査
機
関
が
行
う
保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

査
機
関
が
行
う
保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
中
「
法
第
三
十

て
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
中
「
法
第
三
十

五
条
第
一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項

五
条
第
一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項

第
一
号
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
若
し
く
は

第
一
号
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定

指
定
都
市
の
長
が
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
保
安
検
査
機

都
市
の
長
が
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
保
安
検
査
機
関
が

関
が
行
う
」
と
、
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
事
業
所
の

行
う
」
と
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
事
業
所
の
所
在

所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定

地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
保
安

保
安
検
査
機
関
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
都
道
府
県
知
事
又

検
査
機
関
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
都
道
府
県
知
事
又
は
指
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は
指
定
都
市
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
保
安
検
査
機
関
」

定
都
市
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
保
安
検
査
機
関
」
と
読

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

［
略
］

５

［
略
］

第
七
十
九
条
・
第
八
十
条

［
略
］

第
七
十
九
条
・
第
八
十
条

［
略
］

（
定
期
自
主
検
査
を
行
う
製
造
施
設
等
）

（
定
期
自
主
検
査
を
行
う
製
造
施
設
等
）

第
八
十
一
条

［
略
］

第
八
十
一
条

［
略
］

２
・
３

［
略
］

２
・
３

［
略
］

４

法
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
の
自
主
検
査

４

法
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
の
自
主
検
査

は
、
前
項
の
製
造
施
設
が
第
一
種
製
造
者
に
あ
つ
て
は
法
第

は
、
前
項
の
製
造
施
設
が
第
一
種
製
造
者
に
あ
つ
て
は
法
第

八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
（

八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
（

耐
圧
試
験
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
、
同
条
に
掲
げ
る
第

耐
圧
試
験
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
、
同
条
に
掲
げ
る
第
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二
種
製
造
者
に
あ
つ
て
は
法
第
十
二
条
第
一
項
の
経
済
産
業

二
種
製
造
者
に
あ
つ
て
は
法
第
十
二
条
第
一
項
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
（
耐
圧
試
験
に
係
る
も
の
を

省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
（
耐
圧
試
験
に
係
る
も
の
を

除
く
。
）
に
適
合
し
て
い
る
か
、
又
は
前
項
の
消
費
施
設
が

除
く
。
）
に
適
合
し
て
い
る
か
、
又
は
前
項
の
消
費
施
設
が

法
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技

法
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技

術
上
の
基
準
（
耐
圧
試
験
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
適
合

術
上
の
基
準
（
耐
圧
試
験
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
適
合

し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
一
年
（
経
済
産
業
大
臣
が

し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
一
年
（
告
示
で
定
め
る
設

定
め
る
設
備
又
は
施
設
に
あ
つ
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定

備
又
は
施
設
に
あ
つ
て
は
、
告
示
で
定
め
る
期
間
）
に
一
回

め
る
期
間
）
に
一
回
以
上
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

以
上
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
そ
の
回
数
で

自
主
検
査
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
由

を
勘
案
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
に
一
回
以
上
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
・
６

［
略
］

５
・
６

［
略
］
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様
式
第
37

（第
77
条
第
7
8
条
関
係

）

様
式
第
3
7

（第
7
7
条
第
7
8
条
関
係

）

、
、

［略

］

［略

］

備
考

１
４

［略

］

備
考

１
４

［略

］

～
～

５
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

５
備
考
の
欄
に
は

、申
請
者
が
認
定
完
成
検
査
実
施

こ
と

。

事
業
者

、認
定
保
安
検
査
実
施
事
業
者

、特
定
認
定
事

業
者
又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
の
場
合
に
あ
つ

て
は

、そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と

。

(
1
)
申
請
者
が
認
定
完
成
検
査
実
施
事
業
者

、認

［新
設

］

定
保
安
検
査
実
施
事
業
者

、特
定
認
定
事
業
者

又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
の
場
合
に
あ
つ

て
は
そ
の
旨

(
2
)
第
7
7
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

［新
設

］
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災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間

に
保
安
検
査
を
受
け
る
場
合
は
そ
の
旨

(
3
)
そ
の
他
必
要
な
事
項

［新
設

］

６

［略
］

６

［略

］

様
式
第
39

（第
78
条
関
係

）

様
式
第
39

（第
78
条
関
係

）

［略

］

［略

］

備
考

１
３

［略

］

備
考

１
３

［略

］

～
～

４
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

４
備
考
の
欄
に
は

、申
請
者
が
認
定
完
成
検
査
実
施

こ
と

。

事
業
者

、認
定
保
安
検
査
実
施
事
業
者

、特
定
認
定
事

業
者
又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と

。

(
1
)
申
請
者
が
認
定
完
成
検
査
実
施
事
業
者

、認
［新

設

］
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定
保
安
検
査
実
施
事
業
者

、特
定
認
定
事
業
者

又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
の
場
合
に
あ
つ

て
は
そ
の
旨

(
2
)
第
7
7
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

［新
設

］

災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間

に
保
安
検
査
を
受
け
た
場
合
は
そ
の
旨

(
3
)
そ
の
他
必
要
な
事
項

［新
設

］

５

［略

］

５

［略

］

様
式
第
40

（第
78
条
関
係

）

様
式
第
40

（第
78
条
関
係

）

［略

］

［略

］
備
考

１
３

［略

］

備
考

１
３

［略

］

～
～

４
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

４
備
考
の
欄
に
は

、申
請
者
が
認
定
完
成
検
査
実
施
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こ
と

。

事
業
者

、認
定
保
安
検
査
実
施
事
業
者

、特
定
認
定
事

業
者
又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
の
場
合
に
あ
つ

て
は

、そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と

。

(
1
)
申
請
者
が
認
定
完
成
検
査
実
施
事
業
者

、認

［新
設

］

定
保
安
検
査
実
施
事
業
者

、特
定
認
定
事
業
者

又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
の
場
合
に
あ
つ

て
は
そ
の
旨

(
2
)
第
7
7
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

［新
設

］

災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間

に
保
安
検
査
を
受
け
た
場
合
は
そ
の
旨

(
3
)
そ
の
他
必
要
な
事
項

［新
設

］

５

［略

］

５

［略

］
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様
式
第
41

（第
79
条
関
係

）

様
式
第
41

（第
79
条
関
係

）

［略
］

［略

］

備
考

１
３

［略

］

備
考

１
３

［略

］

～
～

４
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

［新
設

］

こ
と

。

(
1
)
第
7
7
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間

に
保
安
検
査
を
行
っ
た
場
合
は
そ
の
旨

(
2
)
そ
の
他
必
要
な
事
項

様
式
第
42

（第
79
条
関
係

）

様
式
第
4
2

（第
7
9
条
関
係

）

［略

］

［略
］

備
考

１
３

［略

］

備
考

１
３

［略

］

～
～
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４
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

［新
設

］

こ
と

。

(
1
)
第
7
7
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間

に
保
安
検
査
を
行
っ
た
場
合
は
そ
の
旨

(
2
)
そ
の
他
必
要
な
事
項

様
式
第
54

（第
92
条
関
係

）

様
式
第
54

（第
92
条
関
係

）

［略

］

［略

］

備
考

１
３

［略

］

備
考

１
３

［略

］

～
～

４
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

［新
設

］

こ
と

。

(
1
)
第
7
7
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が
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災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間

に
保
安
検
査
を
行
っ
た
場
合
は
そ
の
旨

(
2
)
そ
の
他
必
要
な
事
項

５

［略
］

４

［略

］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の

を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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改

正

後

改

正

前

（
第
一
種
製
造
者
に
係
る
製
造
の
許
可
の
申
請
）

（
第
一
種
製
造
者
に
係
る
製
造
の
許
可
の
申
請
）

第
三
条

法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
よ
う

第
三
条

法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
は
、
様
式
第
一
の
高
圧
ガ
ス
製
造
許
可
申
請
書
に

と
す
る
者
は
、
様
式
第
一
の
高
圧
ガ
ス
製
造
許
可
申
請
書
に

製
造
計
画
書
を
添
え
て
、
事
業
所
の
所
在
地
（
移
動
式
製
造

製
造
計
画
書
を
添
え
て
、
事
業
所
の
所
在
地
（
移
動
式
製
造

設
備
を
使
用
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
設
備
の
使
用
の
本

設
備
を
使
用
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
設
備
の
使
用
の
本

拠
の
所
在
地
。
以
下
同
じ
。
）
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事

拠
の
所
在
地
。
以
下
同
じ
。
）
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事

（
当
該
事
業
所
が
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六

（
当
該
事
業
所
が
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六

十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（

十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（

以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
で

以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
で

あ
つ
て
、
当
該
事
業
所
に
係
る
事
務
が
高
圧
ガ
ス
保
安
法
施

あ
つ
て
、
当
該
事
業
所
に
係
る
事
務
が
高
圧
ガ
ス
保
安
法
施
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行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
二
十
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。

行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
二
十
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。

）
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
事
務
に
該
当
し
な
い
場
合
に
あ

）
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
事
務
に
該
当
し
な
い
場
合
に
あ

つ
て
は
、
当
該
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
指
定
都
市
の

つ
て
は
、
当
該
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
指
定
都
市
の

長
。
次
条
第
二
項
、
第
四
条
第
一
項
、
第
九
条
、
第
九
条
の

長
。
次
条
第
二
項
、
第
四
条
第
一
項
、
第
九
条
、
第
九
条
の

二
、
第
十
四
条
第
一
項
、
第
十
五
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第

二
、
第
十
四
条
第
一
項
、
第
十
五
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第

一
項
、
第
二
十
八
条
第
二
項
、
第
三
十
七
条
の
二
、
第
四
十

一
項
、
第
二
十
八
条
第
二
項
、
第
三
十
七
条
の
二
、
第
四
十

二
条
、
第
五
十
三
条
第
一
項
、
第
五
十
四
条
の
二
、
第
五
十

二
条
、
第
五
十
三
条
第
一
項
、
第
五
十
四
条
の
二
、
第
五
十

六
条
第
一
項
、
第
五
十
八
条
、
第
六
十
三
条
第
一
項
、
第
四

六
条
第
一
項
、
第
五
十
八
条
、
第
六
十
三
条
第
一
項
、
第
四

項
及
び
第
十
項
、
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七

項
及
び
第
十
項
、
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七

十
一
条
、
第
七
十
五
条
、
第
七
十
八
条
第
二
項
、
第
七
十
九

十
一
条
、
第
七
十
五
条
、
第
七
十
八
条
第
二
項
、
第
七
十
九

条
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
八
十
条
第
三
項
及
び

条
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
八
十
条
第
三
項
及
び

第
五
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
九
十

第
五
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
九
十

四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
提
出
し
な

四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
提
出
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
遺
贈
、
営
業
の
譲
渡
又
は
分

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
遺
贈
、
営
業
の
譲
渡
又
は
分

割
（
当
該
第
一
種
製
造
者
の
そ
の
許
可
に
係
る
事
業
所
を
承

割
（
当
該
第
一
種
製
造
者
の
そ
の
許
可
に
係
る
事
業
所
を
承

継
さ
せ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
よ
り
引
き
続
き
高
圧
ガ
ス
の

継
さ
せ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
よ
り
引
き
続
き
高
圧
ガ
ス
の

製
造
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
新
た
に
許
可
を
申
請
す
る
と
き

製
造
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
新
た
に
許
可
を
申
請
す
る
と
き

は
、
製
造
計
画
書
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
、
製
造
計
画
書
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

［
略
］

２

［
略
］

第
三
条
の
二
～
第
七
十
八
条

［
略
］

第
三
条
の
二
～
第
七
十
八
条

［
略
］

（
特
定
施
設
の
範
囲
等
）

（
特
定
施
設
の
範
囲
等
）

第
七
十
九
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
経
済
産
業
省
令

第
七
十
九
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
も
の
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
製
造
施
設
以

で
定
め
る
も
の
は
、
告
示
で
定
め
る
製
造
施
設
以
外
の
製
造

外
の
製
造
施
設
（
以
下
「
特
定
施
設
」
と
い
う
。
）
と
す

施
設
（
以
下
「
特
定
施
設
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。
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る
。

２

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
都
道
府
県
知
事
若
し
く
は

２

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
長
が
行
う
保
安
検
査
又
は
同
項
第
二
号
の
認
定

又
は
指
定
都
市
の
長
が
行
う
保
安
検
査
は
、
一
年
（
告
示
で

保
安
検
査
実
施
者
が
自
ら
行
う
保
安
検
査
は
、
一
年
（
経
済

定
め
る
施
設
に
あ
つ
て
は
、
告
示
で
定
め
る
期
間
）
に
一
回

産
業
大
臣
が
定
め
る
施
設
に
あ
つ
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
が

行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
使
用
を
休
止
し
た
特
定
施
設

定
め
る
期
間
）
に
一
回
受
け
、
又
は
自
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な

で
あ
つ
て
、
様
式
第
三
十
七
の
二
の
高
圧
ガ
ス
製
造
施
設
休

ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ

止
届
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
事
業
所
の
所
在
地
を

り
そ
の
回
数
で
保
安
検
査
を
受
け
、
又
は
自
ら
行
う
こ
と
が

管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ

困
難
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
経
済
産
業
大

、
前
回
の
保
安
検
査
（
保
安
検
査
を
受
け
又
は
自
ら
行
つ
た

臣
が
定
め
る
期
間
に
一
回
受
け
、
又
は
自
ら
行
わ
な
け
れ
ば

こ
と
の
な
い
施
設
に
あ
つ
て
は
、
完
成
検
査
。
以
下
同
じ
。

な
ら
な
い
。

）
の
日
か
ら
当
該
施
設
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
ま
で

の
期
間
が
一
年
以
上
（
告
示
で
定
め
る
施
設
に
あ
つ
て
は
、

告
示
で
定
め
る
期
間
以
上
）
で
あ
る
も
の
（
以
下
「
休
止
施



- 45 -

設
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施
設
を
再
び
使
用
し

よ
う
と
す
る
と
き
ま
で
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

一

使
用
を
休
止
し
た
特
定
施
設
の
位
置
、
範
囲
等
を
明
示

し
た
図
面

二

使
用
を
休
止
し
た
特
定
施
設
に
つ
い
て
講
じ
た
措
置
を

記
載
し
た
書
面

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
を
休
止
し
た
特
定
施

［
新
設
］

設
で
あ
つ
て
、
様
式
第
三
十
七
の
二
の
高
圧
ガ
ス
製
造
施
設

休
止
届
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
事
業
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
た
も
の
で
あ
り
、
か

つ
、
前
回
の
保
安
検
査
（
保
安
検
査
を
受
け
又
は
自
ら
行
つ

た
こ
と
の
な
い
施
設
に
あ
つ
て
は
、
完
成
検
査
。
以
下
同

じ
。
）
の
日
か
ら
当
該
施
設
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
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ま
で
の
期
間
が
一
年
以
上
（
前
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め

る
施
設
に
あ
つ
て
は
、
前
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期

間
以
上
）
で
あ
る
も
の
（
以
下
「
休
止
施
設
」
と
い
う
。
）

に
あ
つ
て
は
、
当
該
施
設
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
と
き

ま
で
受
け
、
又
は
自
ら
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

一

使
用
を
休
止
し
た
特
定
施
設
の
位
置
、
範
囲
等
を
明
示

し
た
図
面

二

使
用
を
休
止
し
た
特
定
施
設
に
つ
い
て
講
じ
た
措
置
を

記
載
し
た
書
面

４

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
項
の

３

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
前
項
の
保

保
安
検
査
を
、
前
回
の
保
安
検
査
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
し

安
検
査
を
、
前
回
の
保
安
検
査
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た

た
日
（
同
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
施
設
に
あ
つ
て
は

日
（
前
項
の
告
示
で
定
め
る
施
設
に
あ
つ
て
は
、
前
項
の
告

、
同
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
を
経
過
し
た
日
。

示
で
定
め
る
期
間
を
経
過
し
た
日
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
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以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
の
前
後
一

「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
の
前
後
一
月
以
内
（
認
定
完
成
検

月
以
内
（
認
定
完
成
検
査
実
施
者
、
認
定
保
安
検
査
実
施
者

査
実
施
者
、
認
定
保
安
検
査
実
施
者
又
は
自
主
保
安
高
度
化

又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
基
準
日
の
前

事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
基
準
日
の
前
後
三
月
以
内
）
に
受
け

後
三
月
以
内
）
に
受
け
又
は
自
ら
保
安
検
査
を
行
つ
た
場
合

又
は
自
ら
保
安
検
査
を
行
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
基
準
日

に
あ
つ
て
は
、
基
準
日
に
お
い
て
当
該
検
査
を
受
け
、
又
は

に
お
い
て
当
該
検
査
を
受
け
又
は
行
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

自
ら
行
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

５

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
項
の

４

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
項
の

保
安
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
第
一
種
製
造
者
（
認
定
完
成

保
安
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
第
一
種
製
造
者
（
認
定
完
成

検
査
実
施
者
、
認
定
保
安
検
査
実
施
者
又
は
自
主
保
安
高
度

検
査
実
施
者
、
認
定
保
安
検
査
実
施
者
又
は
自
主
保
安
高
度

化
事
業
者
を
除
く
。
）
は
、
前
回
の
保
安
検
査
の
日
（
前
項

化
事
業
者
を
除
く
。
）
は
、
前
回
の
保
安
検
査
の
日
（
前
項

の
規
定
に
よ
り
第
二
項
の
保
安
検
査
を
受
け
、
又
は
自
ら
行

の
規
定
に
よ
り
第
二
項
の
保
安
検
査
を
受
け
又
は
行
つ
た
も

つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
日
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら

の
と
み
な
さ
れ
た
日
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
一
年
を

一
年
を
超
え
な
い
日
（
第
二
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る

超
え
な
い
日
（
第
二
項
の
告
示
で
定
め
る
施
設
（
休
止
施
設
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施
設
（
休
止
施
設
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
同
項
の
経
済

を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
第
二
項
の
告
示
で
定
め
る
期
間

産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
が
終
了
す
る
日
、
休
止
施
設
に
あ

が
終
了
す
る
日
、
休
止
施
設
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施
設
を
再

つ
て
は
、
当
該
施
設
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十

び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前
）
ま
で
に
、
様
式
第

日
前
）
ま
で
に
、
様
式
第
三
十
八
の
保
安
検
査
申
請
書
を
、

三
十
八
の
保
安
検
査
申
請
書
を
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄

事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な

す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
項
の

５

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
項
の

保
安
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
認
定
完
成
検
査
実
施
者
、
認

保
安
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
認
定
完
成
検
査
実
施
者
、
認

定
保
安
検
査
実
施
者
又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
は
、
前

定
保
安
検
査
実
施
者
又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
は
、
前

回
の
保
安
検
査
の
日
か
ら
一
年
二
月
を
超
え
な
い
日
（
同
項

回
の
保
安
検
査
の
日
か
ら
一
年
二
月
を
超
え
な
い
日
（
第
二

の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
施
設
（
休
止
施
設
を
除
く
。
）

項
の
告
示
で
定
め
る
施
設
（
休
止
施
設
を
除
く
。
）
に
あ
つ

に
あ
つ
て
は
、
同
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
が
終

て
は
、
第
二
項
の
告
示
で
定
め
る
期
間
が
終
了
す
る
日
か
ら

了
す
る
日
か
ら
二
月
を
超
え
な
い
日
、
休
止
施
設
に
あ
つ
て

二
月
を
超
え
な
い
日
、
休
止
施
設
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施
設
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は
、
当
該
施
設
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前

を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前
）
ま
で
に
、
様

）
ま
で
に
、
様
式
第
三
十
八
の
保
安
検
査
申
請
書
を
、
事
業

式
第
三
十
八
の
保
安
検
査
申
請
書
を
、
事
業
所
の
所
在
地
を

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ

管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

７

［
略
］

６

［
略
］

（
協
会
等
が
保
安
検
査
を
行
う
特
定
施
設
の
指
定
等
）

（
協
会
等
が
保
安
検
査
を
行
う
特
定
施
設
の
指
定
等
）

第
八
十
条

［
略
］

第
八
十
条

［
略
］

２

前
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
協
会
が
行
う

２

前
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
協
会
が
行
う

保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二

保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二

項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
中
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本

項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
中
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本

文
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
」
と
、

文
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
」
と
、

同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
若
し
く
は
指
定
都
市
の
長

同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
が
行
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が
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
が
行
う
」
と
、
同
条
第
五
項

う
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
が
行
う
」
と
、
同
条
第
四
項
及
び

及
び
第
六
項
中
「
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

第
五
項
中
「
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事

知
事
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
都
道

」
と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
都
道
府
県

府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と

知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と
読
み

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

［
略
］

３

［
略
］

４

前
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
保
安
検

４

前
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
保
安
検

査
機
関
が
行
う
保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

査
機
関
が
行
う
保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
中
「
法
第
三
十

て
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
中
「
法
第
三
十

五
条
第
一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項

五
条
第
一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項

第
一
号
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
若
し
く
は

第
一
号
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定

指
定
都
市
の
長
が
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
保
安
検
査
機

都
市
の
長
が
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
保
安
検
査
機
関
が

関
が
行
う
」
と
、
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
事
業
所
の

行
う
」
と
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
事
業
所
の
所
在
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所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定

地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
保
安

保
安
検
査
機
関
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
都
道
府
県
知
事
又

検
査
機
関
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
都
道
府
県
知
事
又
は
指

は
指
定
都
市
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
保
安
検
査
機
関
」

定
都
市
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
保
安
検
査
機
関
」
と
読

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

［
略
］

５

［
略
］

第
八
十
一
条
・
第
八
十
二
条

［
略
］

第
八
十
一
条
・
第
八
十
二
条

［
略
］

（
定
期
自
主
検
査
を
行
う
製
造
施
設
等
）

（
定
期
自
主
検
査
を
行
う
製
造
施
設
等
）

第
八
十
三
条

［
略
］

第
八
十
三
条

［
略
］

２

法
第
三
十
五
条
の
二
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
は

２

法
第
三
十
五
条
の
二
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
は

、
ガ
ス
設
備
又
は
消
費
施
設
（
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
も

、
ガ
ス
設
備
又
は
消
費
施
設
（
告
示
で
定
め
る
も
の
を
除

の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
す
る
。

く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
す
る
。
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３

法
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
自
主
検
査
は
、
前
項

３

法
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
自
主
検
査
は
、
前
項

の
ガ
ス
設
備
が
、
第
一
種
製
造
者
に
あ
つ
て
は
法
第
八
条
第

の
ガ
ス
設
備
が
、
第
一
種
製
造
者
に
あ
つ
て
は
法
第
八
条
第

一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
（
耐
圧
試

一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
（
耐
圧
試

験
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
、
同
条
に
掲
げ
る
第
二
種
製

験
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
、
同
条
に
掲
げ
る
第
二
種
製

造
者
に
あ
つ
て
は
法
第
十
二
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で

造
者
に
あ
つ
て
は
法
第
十
二
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
技
術
上
の
基
準
（
耐
圧
試
験
に
係
る
も
の
を
除
く
。

定
め
る
技
術
上
の
基
準
（
耐
圧
試
験
に
係
る
も
の
を
除
く
。

）
に
適
合
し
て
い
る
か
、
又
は
前
項
の
消
費
施
設
が
法
第
二

）
に
適
合
し
て
い
る
か
、
又
は
前
項
の
消
費
施
設
が
法
第
二

十
四
条
の
三
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の

十
四
条
の
三
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の

基
準
（
耐
圧
試
験
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
適
合
し
て
い

基
準
（
耐
圧
試
験
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
適
合
し
て
い

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
一
年
（
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
一
年
（
告
示
で
定
め
る
設
備
又
は

設
備
又
は
施
設
に
あ
つ
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期

施
設
に
あ
つ
て
は
、
告
示
で
定
め
る
期
間
）
に
一
回
以
上
行

間
）
に
一
回
以
上
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
そ
の
回
数
で
自
主
検
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査
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
由
を
勘
案

し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
に
一
回
以
上
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４
・
５

［
略
］

４
・
５

［
略
］

様
式
第
38

（第
79
条
第
80
条
関
係

）
様
式
第
38

（第
79
条
第
80
条
関
係

）

、
、

［略

］

［略

］

備
考

１
４

［略

］

備
考

１
４

［略

］

～
～

５
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

５
備
考
の
欄
に
は

、申
請
者
が
認
定
完
成
検
査
実
施

こ
と

。

事
業
者

、認
定
保
安
検
査
実
施
事
業
者

、特
定
認
定
事

業
者
又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
の
場
合
に
あ
つ

て
は

、そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と

。

(
1
)
申
請
者
が
認
定
完
成
検
査
実
施
事
業
者

、認
［新

設

］
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定
保
安
検
査
実
施
事
業
者

、特
定
認
定
事
業
者

又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
の
場
合
に
あ
つ

て
は
そ
の
旨

(
2
)
第
7
9
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

［新
設

］

災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間

に
保
安
検
査
を
受
け
る
場
合
は
そ
の
旨

(
3
)
そ
の
他
必
要
な
事
項

［新
設

］

６

［略

］

６

［略

］

様
式
第
40

（第
80
条
関
係

）

様
式
第
40

（第
80
条
関
係

）

［略

］

［略

］
備
考

１
３

［略

］

備
考

１
３

［略

］

～
～

４
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

４
備
考
の
欄
に
は

、申
請
者
が
認
定
完
成
検
査
実
施
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こ
と

。

事
業
者

、認
定
保
安
検
査
実
施
事
業
者

、特
定
認
定
事

業
者
又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
の
場
合
に
あ
つ

て
は

、そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と

。

(
1
)
申
請
者
が
認
定
完
成
検
査
実
施
事
業
者

、認

［新
設

］

定
保
安
検
査
実
施
事
業
者

、特
定
認
定
事
業
者

又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
の
場
合
に
あ
つ

て
は
そ
の
旨

(
2
)
第
7
9
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

［新
設

］

災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間

に
保
安
検
査
を
受
け
た
場
合
は
そ
の
旨

(
3
)
そ
の
他
必
要
な
事
項

［新
設

］

５

［略

］

５

［略

］
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様
式
第
41

（第
80
条
関
係

）

様
式
第
41

（第
80
条
関
係

）

［略
］

［略

］

備
考

１
３

［略

］

備
考

１
３

［略

］

～
～

４
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

４
備
考
の
欄
に
は

、申
請
者
が
認
定
完
成
検
査
実
施

こ
と

。

事
業
者

、認
定
保
安
検
査
実
施
事
業
者

、特
定
認
定
事

業
者
又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
の
場
合
に
あ
つ

て
は

、そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と

。

(
1
)
申
請
者
が
認
定
完
成
検
査
実
施
事
業
者

、認

［新
設

］

定
保
安
検
査
実
施
事
業
者

、特
定
認
定
事
業
者

又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
の
場
合
に
あ
つ

て
は
そ
の
旨

(
2
)
第
7
9
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

［新
設

］

災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
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に
保
安
検
査
を
受
け
た
場
合
は
そ
の
旨

(
3
)
そ
の
他
必
要
な
事
項

［新
設

］

５
［略

］

５

［略

］

様
式
第
4
2

（第
8
1
条
関
係

）

様
式
第
4
2

（第
8
1
条
関
係

）

［略

］

［略

］

備
考

１
３

［略

］

備
考

１
３

［略

］

～
～

４
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

［新
設

］

こ
と

。

(
1
)
第
7
9
条
第
2
項
た
だ
書
の
経
済
産
業
大
臣
が
災

害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
に

保
安
検
査
を
行
っ
た
場
合
は
そ
の
旨

(
2
)
そ
の
他
必
要
な
事
項
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様
式
第
43

（第
81
条
関
係

）

様
式
第
4
3

（第
8
1
条
関
係

）

［略

］

［略

］

備
考

１
３

［略

］

備
考

１
３

［略

］

～
～

４
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

［新
設

］

こ
と

。

(
1
)
第
7
9
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間

に
保
安
検
査
を
行
っ
た
場
合
は
そ
の
旨

(
2
)
そ
の
他
必
要
な
事
項

様
式
第
5
5

（第
9
4
条
関
係

）

様
式
第
5
5

（第
9
4
条
関
係

）

［略

］

［略

］
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備
考

１
３

［略

］

備
考

１
３

［略

］

～
～

４
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

［新
設

］

こ
と

。

(
1
)
第
7
9
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間

に
保
安
検
査
を
行
っ
た
場
合
は
そ
の
旨

(
2
)
そ
の
他
必
要
な
事
項

５

［略

］

４

［略

］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）
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第
六
条

ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
消
費
機
器
に
関
す
る
周
知
）

（
消
費
機
器
に
関
す
る
周
知
）

第
百
九
十
七
条

法
第
百
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
周

第
百
九
十
七
条

法
第
百
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
周

知
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

知
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。

る
。

一

［
略
］

一

［
略
］

二

ガ
ス
小
売
事
業
者
（
法
第
百
五
十
九
条
第
一
項
に
規
定

二

ガ
ス
小
売
事
業
者
（
法
第
百
五
十
九
条
第
一
項
に
規
定

す
る
ガ
ス
小
売
事
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
二

す
る
ガ
ス
小
売
事
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
二
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百
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
当
該
ガ
ス
小
売
事
業

百
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
当
該
ガ
ス
小
売
事
業

者
が
供
給
す
る
ガ
ス
の
使
用
に
伴
う
危
険
の
発
生
を
防
止

者
が
供
給
す
る
ガ
ス
の
使
用
に
伴
う
危
険
の
発
生
を
防
止

す
る
た
め
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
前
号
に
掲
げ
る

す
る
た
め
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
前
号
に
掲
げ
る

事
項
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
経
済

事
項
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

産
業
大
臣
（
周
知
に
係
る
消
費
機
器
の
設
置
の
場
所
が
一

の
産
業
保
安
監
督
部
の
所
管
区
域
内
の
み
に
あ
る
場
合
は

、
当
該
消
費
機
器
を
設
置
す
る
場
所
を
所
管
す
る
産
業
保

安
監
督
部
長
。
）
の
承
認
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
は
な
い
。

イ
～
ハ

［
略
］

イ
～
ハ

［
略
］

三
～
五

［
略
］

三
～
五

［
略
］

２
・
３

［
略
］

２
・
３

［
略
］
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第
百
九
十
八
条
・
第
百
九
十
九
条

［
略
］

第
百
九
十
八
条
・
第
百
九
十
九
条

［
略
］

（
消
費
機
器
に
関
す
る
調
査
）

（
消
費
機
器
に
関
す
る
調
査
）

第
二
百
条

法
第
百
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
は

第
二
百
条

法
第
百
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
は

、
次
の
各
号
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

、
次
の
各
号
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

調
査
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
消
費
機
器
の
種
類

一

調
査
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
消
費
機
器
の
種
類

ご
と
に
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
頻
度
で
、
そ
れ
ぞ
れ
同

ご
と
に
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
頻
度
で
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
こ
と
。
た
だ
し

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
こ
と
。
た
だ
し

、
経
済
産
業
大
臣
（
調
査
に
係
る
消
費
機
器
の
設
置
の
場

、
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り

所
が
一
の
産
業
保
安
監
督
部
の
所
管
区
域
内
の
み
に
あ
る

で
な
い
。

場
合
は
、
当
該
消
費
機
器
を
設
置
す
る
場
所
を
所
管
す
る

産
業
保
安
監
督
部
長
。
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
承

認
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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表

［
略
］

表

［
略
］

二
～
五

［
略
］

二
～
五

［
略
］

２
・
３

［
略
］

２
・
３

［
略
］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の

を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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改

正

後

改

正

前

（
特
定
施
設
の
範
囲
等
）

（
特
定
施
設
の
範
囲
等
）

第
三
十
四
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
経
済
産
業
省
令

第
三
十
四
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
も
の
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
製
造
施
設
以

で
定
め
る
も
の
は
、
告
示
で
定
め
る
製
造
施
設
以
外
の
製
造

外
の
製
造
施
設
（
以
下
「
特
定
施
設
」
と
い
う
。
）
と
す

施
設
（
以
下
「
特
定
施
設
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。

る
。

２

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
都
道
府
県
知
事
が
行
う
保

２

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事

安
検
査
又
は
同
項
第
二
号
の
認
定
保
安
検
査
実
施
者
が
自
ら

が
行
う
保
安
検
査
は
、
一
年
（
告
示
で
定
め
る
製
造
施
設
に

行
う
保
安
検
査
は
、
一
年
（
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
施
設

あ
つ
て
は
、
告
示
で
定
め
る
期
間
）
に
一
回
行
う
も
の
と
す

に
あ
つ
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
）
に
一
回
受

る
。
た
だ
し
、
使
用
を
休
止
し
た
特
定
施
設
で
あ
つ
て
、
様

け
、
又
は
自
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害

式
第
十
六
の
二
の
高
圧
ガ
ス
製
造
施
設
休
止
届
書
に
次
に
掲

そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
そ
の
回
数
で
保
安
検
査

げ
る
書
類
を
添
え
て
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
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を
受
け
、
又
は
自
ら
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
当

県
知
事
に
届
け
出
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
前
回
の
保
安
検

該
事
由
を
勘
案
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
に
一
回

査
（
保
安
検
査
を
受
け
又
は
自
ら
行
つ
た
こ
と
の
な
い
製
造

受
け
、
又
は
自
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

施
設
に
あ
つ
て
は
、
完
成
検
査
。
以
下
同
じ
。
）
の
日
か
ら

当
該
製
造
施
設
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
ま
で
の
期
間

が
一
年
以
上
（
告
示
で
定
め
る
製
造
施
設
に
あ
つ
て
は
、
告

示
で
定
め
る
期
間
以
上
）
で
あ
る
も
の
（
以
下
「
休
止
施
設

」
と
い
う
）
に
あ
つ
て
は
、
当
該
製
造
施
設
を
再
び
使
用
し

よ
う
と
す
る
と
き
ま
で
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

一

使
用
を
休
止
し
た
特
定
施
設
の
位
置
、
範
囲
等
を
明
示

し
た
図
面

二

使
用
を
休
止
し
た
特
定
施
設
に
つ
い
て
講
じ
た
措
置
を

記
載
し
た
書
面

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
を
休
止
し
た
特
定
施

［
新
設
］
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設
で
あ
つ
て
、
様
式
第
十
六
の
二
の
高
圧
ガ
ス
製
造
施
設
休

止
届
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
事
業
所
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ

、
前
回
の
保
安
検
査
（
保
安
検
査
を
受
け
又
は
自
ら
行
つ
た

こ
と
の
な
い
製
造
施
設
に
あ
つ
て
は
、
完
成
検
査
。
以
下
同

じ
。
）
の
日
か
ら
当
該
製
造
施
設
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す

る
日
ま
で
の
期
間
が
一
年
以
上
（
前
項
の
経
済
産
業
大
臣
が

定
め
る
製
造
施
設
に
あ
つ
て
は
、
前
項
の
経
済
産
業
大
臣
が

定
め
る
期
間
以
上
）
で
あ
る
も
の
（
以
下
「
休
止
施
設
」
と

い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
当
該
製
造
施
設
を
再
び
使
用
し
よ

う
と
す
る
と
き
ま
で
受
け
、
又
は
自
ら
行
わ
な
い
も
の
と
す

る
。

一

使
用
を
休
止
し
た
特
定
施
設
の
位
置
、
範
囲
等
を
明
示
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し
た
図
面

二

使
用
を
休
止
し
た
特
定
施
設
に
つ
い
て
講
じ
た
措
置
を

記
載
し
た
書
面

４

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
項
の

３

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
前
項
の
保

保
安
検
査
を
、
前
回
の
保
安
検
査
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
し

安
検
査
を
、
前
回
の
保
安
検
査
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た

た
日
（
同
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
施
設
に
あ
つ
て
は

日
（
前
項
の
告
示
で
定
め
る
製
造
施
設
に
あ
つ
て
は
、
前
項

、
前
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
を
経
過
し
た
日
。

の
告
示
で
定
め
る
期
間
を
経
過
し
た
日
。
以
下
こ
の
項
に
お

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
の
前
後
一

い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
の
前
後
一
月
以
内
（
認
定
完

月
以
内
（
認
定
完
成
検
査
実
施
者
、
認
定
保
安
検
査
実
施
者

成
検
査
実
施
者
、
認
定
保
安
検
査
実
施
者
又
は
自
主
保
安
高

又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
基
準
日
の
前

度
化
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
基
準
日
の
前
後
三
月
以
内
）
に

後
三
月
以
内
）
に
受
け
又
は
自
ら
保
安
検
査
を
行
つ
た
場
合

受
け
又
は
自
ら
保
安
検
査
を
行
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
基

に
あ
つ
て
は
、
基
準
日
に
お
い
て
当
該
検
査
を
受
け
、
又
は

準
日
に
お
い
て
当
該
検
査
を
受
け
又
は
行
つ
た
も
の
と
み
な

自
ら
行
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

す
。
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５

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
項
の

４

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
項
の

保
安
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者
（
認
定
完
成
検

保
安
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者
（
認
定
完
成
検

査
実
施
者
、
認
定
保
安
検
査
実
施
者
又
は
自
主
保
安
高
度
化

査
実
施
者
、
認
定
保
安
検
査
実
施
者
又
は
自
主
保
安
高
度
化

事
業
者
を
除
く
。
）
は
、
前
回
の
保
安
検
査
の
日
（
前
項
の

事
業
者
を
除
く
。
）
は
、
前
回
の
保
安
検
査
の
日
（
前
項
の

規
定
に
よ
り
第
二
項
の
保
安
検
査
を
受
け
、
又
は
自
ら
行
つ

規
定
に
よ
り
第
二
項
の
保
安
検
査
を
受
け
又
は
行
つ
た
も
の

た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
日
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
一

と
み
な
さ
れ
た
日
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
一
年
を
超

年
を
超
え
な
い
日
（
第
二
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
施

え
な
い
日
（
第
二
項
の
告
示
で
定
め
る
製
造
施
設
（
休
止
施

設
（
休
止
施
設
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
同
項
の
経
済
産

設
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
第
二
項
の
告
示
で
定
め
る
期

業
大
臣
が
定
め
る
期
間
が
終
了
す
る
日
、
休
止
施
設
に
あ
つ

間
が
終
了
す
る
日
、
休
止
施
設
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施
設
を

て
は
、
当
該
施
設
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日

再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前
）
ま
で
に
、
様
式

前
）
ま
で
に
、
様
式
第
十
七
の
保
安
検
査
申
請
書
を
、
事
業

第
十
七
の
保
安
検
査
申
請
書
を
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ

す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。
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６

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
項
の

５

法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
項
の

保
安
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
認
定
完
成
検
査
実
施
者
、
認

保
安
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
認
定
完
成
検
査
実
施
者
、
認

定
保
安
検
査
実
施
者
又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
は
、
前

定
保
安
検
査
実
施
者
又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
は
、
前

回
の
保
安
検
査
の
日
か
ら
一
年
二
月
を
超
え
な
い
日
（
同
項

回
の
保
安
検
査
の
日
か
ら
一
年
二
月
を
超
え
な
い
日
（
第
二

の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
施
設
（
休
止
施
設
を
除
く
。
）

項
の
告
示
で
定
め
る
製
造
施
設
（
休
止
施
設
を
除
く
。
）
に

に
あ
つ
て
は
、
同
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
が
終

あ
つ
て
は
、
第
二
項
の
告
示
で
定
め
る
期
間
が
終
了
す
る
日

了
す
る
日
か
ら
二
月
を
超
え
な
い
日
、
休
止
施
設
に
あ
つ
て

か
ら
二
月
を
超
え
な
い
日
、
休
止
施
設
に
あ
つ
て
は
、
当
該

は
、
当
該
施
設
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前

施
設
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前
）
ま
で
に

）
ま
で
に
、
様
式
第
十
七
の
保
安
検
査
申
請
書
を
、
事
業
所

、
様
式
第
十
七
の
保
安
検
査
申
請
書
を
、
事
業
所
の
所
在
地

の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

７

［
略
］

６

［
略
］
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（
協
会
等
に
よ
る
保
安
検
査
証
の
届
出
等
）

（
協
会
等
に
よ
る
保
安
検
査
証
の
届
出
等
）

第
三
十
五
条

［
略
］

第
三
十
五
条

［
略
］

２

前
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
協
会
が
行
う

２

前
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
協
会
が
行
う

保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二

保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二

項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
中
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本

項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
中
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本

文
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
」
と
、

文
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
」
と
、

同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
が
行
う
」
と
あ
る
の
は
「

同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
が
行
う
」
と
あ
る
の
は
「

協
会
が
行
う
」
と
、
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
事
業
所

協
会
が
行
う
」
と
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
事
業
所

の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
協

の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
協

会
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は

会
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は

「
協
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

「
協
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

［
略
］

３

［
略
］

４

前
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
保
安
検

４

前
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
保
安
検
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査
機
関
が
行
う
保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

査
機
関
が
行
う
保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
中
「
法
第
三
十

て
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
中
「
法
第
三
十

五
条
第
一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項

五
条
第
一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項

第
一
号
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
が
行
う
」

第
一
号
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
が
行
う
」

と
あ
る
の
は
「
指
定
保
安
検
査
機
関
が
行
う
」
と
、
同
条
第

と
あ
る
の
は
「
指
定
保
安
検
査
機
関
が
行
う
」
と
、
同
条
第

五
項
及
び
第
六
項
中
「
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道

四
項
及
び
第
五
項
中
「
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
保
安
検
査
機
関
」
と
、
同

府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
保
安
検
査
機
関
」
と
、
同

条
第
七
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
保
安

条
第
六
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
保
安

検
査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

検
査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

［
略
］

５

［
略
］

第
三
十
六
条
・
第
三
十
七
条

［
略
］

第
三
十
六
条
・
第
三
十
七
条

［
略
］
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（
定
期
自
主
検
査
を
行
う
製
造
施
設
）

（
定
期
自
主
検
査
を
行
う
製
造
施
設
）

第
三
十
八
条

［
略
］

第
三
十
八
条

［
略
］

２

法
第
三
十
五
条
の
二
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
は

２

法
第
三
十
五
条
の
二
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
は

、
ガ
ス
設
備
（
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以

、
ガ
ス
設
備
（
告
示
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
す
る
。

に
お
い
て
同
じ
。
）
と
す
る
。

３

法
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
の
自
主
検
査

３

法
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
の
自
主
検
査

は
、
ガ
ス
設
備
が
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定

は
、
ガ
ス
設
備
が
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
技
術
上
の
基
準
（
耐
圧
試
験
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

め
る
技
術
上
の
基
準
（
耐
圧
試
験
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
一
年
（
経
済
産
業

に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
一
年
（
告
示
で
定

大
臣
が
定
め
る
設
備
に
あ
つ
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め

め
る
設
備
に
あ
つ
て
は
、
告
示
で
定
め
る
期
間
）
に
一
回
以

る
期
間
）
に
一
回
以
上
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

上
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
そ
の
回
数
で
自

主
検
査
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
由
を
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勘
案
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
に
一
回
以
上
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
・
５

［
略
］

４
・
５

［
略
］

様
式
第
1
7

（第
3
4
条
第
3
5
条
関
係

）

様
式
第
1
7

（第
3
4
条
第
3
5
条
関
係

）

、
、

［略

］

［略

］

備
考

１
４

［略

］

備
考

１
４

［略

］

～
～

５
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

５

〔

〕内
は

、該
当
す
る
一
の
機
関
の
名
称
を
記

こ
と

。

載
す
れ
ば
よ
い

。

(
1
)
申
請
者
が
認
定
完
成
検
査
実
施
事
業
者

、認

［新
設

］

定
保
安
検
査
実
施
事
業
者

、特
定
認
定
事
業
者

又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
の
場
合
に
あ
つ

て
は
そ
の
旨
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(
2
)
第
3
4
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

［新
設

］

災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間

に
保
安
検
査
を
受
け
る
場
合
は
そ
の
旨

(
3
)
そ
の
他
必
要
な
事
項

［新
設

］

６

［略

］

６

［略

］

様
式
第
1
9

（第
3
5
条
関
係

）

様
式
第
1
9

（第
3
5
条
関
係

）

［略

］

［略

］

備
考

１
３

［略

］

備
考

１
３

［略

］

～
～

４
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

４
備
考
の
欄
に
は

、申
請
者
が
認
定
完
成
検
査
実
施

こ
と

。

事
業
者

、認
定
保
安
検
査
実
施
事
業
者

、特
定
認
定
事

業
者
又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
の
場
合
に
あ
つ

て
は

、そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と

。
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(
1
)
申
請
者
が
認
定
完
成
検
査
実
施
事
業
者

、認

［新
設

］

定
保
安
検
査
実
施
事
業
者

、特
定
認
定
事
業
者

又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
の
場
合
に
あ
つ

て
は
そ
の
旨

(
2
)
第
3
4
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

［新
設

］

災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間

に
保
安
検
査
を
受
け
た
場
合
は
そ
の
旨

(
3
)
そ
の
他
必
要
な
事
項

［新
設

］

５

［略

］

５

［略

］

様
式
第
20

（第
35
条
関
係

）

様
式
第
2
0

（第
3
5
条
関
係

）

［略

］

［略
］

備
考

１
３

［略

］

備
考

１
３

［略

］

～
～
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４
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

４
備
考
の
欄
に
は

、申
請
者
が
認
定
完
成
検
査
実
施

こ
と

。

事
業
者

、認
定
保
安
検
査
実
施
事
業
者

、特
定
認
定
事

業
者
又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
の
場
合
に
あ
つ

て
は

、そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と

。

(
1
)
申
請
者
が
認
定
完
成
検
査
実
施
事
業
者

、認

［新
設

］

定
保
安
検
査
実
施
事
業
者

、特
定
認
定
事
業
者

又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
の
場
合
に
あ
つ

て
は
そ
の
旨

(
2
)
第
3
4
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

［新
設

］

災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間

に
保
安
検
査
を
受
け
た
場
合
は
そ
の
旨

(
3
)
そ
の
他
必
要
な
事
項

［新
設

］

５

［略

］

５
［略

］
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様
式
第
21

（第
36
条
関
係

）

様
式
第
2
1

（第
3
6
条
関
係

）

［略

］

［略

］

備
考

１
３

［略

］

備
考

１
３

［略

］

～
～

４
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

［新
設

］

こ
と

。

(
1
)
第
3
4
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間

に
保
安
検
査
を
行
っ
た
場
合
は
そ
の
旨

(
2
)
そ
の
他
必
要
な
事
項

様
式
第
2
2

（第
3
6
条
関
係

）

様
式
第
2
2

（第
3
6
条
関
係

）

［略

］

［略

］
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備
考

１
３

［略

］

備
考

１
３

［略

］

～
～

４
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

［新
設

］

こ
と

。

(
1
)
第
3
4
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間

に
保
安
検
査
を
行
っ
た
場
合
は
そ
の
旨

(
2
)
そ
の
他
必
要
な
事
項

様
式
第
34

（第
49
条
関
係

）

様
式
第
3
4

（第
4
9
条
関
係

）

［略

］

［略

］

備
考

１
３

［略

］

備
考

１
３

［略

］

～
～

４
備
考
の
欄
に
は

、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る

［新
設

］

こ
と

。
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(
1
)
第
3
4
条
第
2
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
大
臣
が

災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間

に
保
安
検
査
を
行
っ
た
場
合
は
そ
の
旨

(
2
)
そ
の
他
必
要
な
事
項

５

［略

］

４

［略

］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
電
気
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。
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改

正

後

改

正

前

第
七
十
三
条
の
六

法
第
五
十
一
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定

第
七
十
三
条
の
六

法
第
五
十
一
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定

め
る
時
期
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の

め
る
時
期
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
当
該
時
期
に
法
第
五
十
一
条

第
三
項
の
審
査
（
以
下
「
使
用
前
安
全
管
理
審
査
」
と
い

う
。
）
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業

大
臣
又
は
電
気
工
作
物
の
設
置
の
場
所
を
管
轄
す
る
産
業
保

安
監
督
部
長
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
時
期
に
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
回
の
法
第
五
十
一
条
第
七
項
の
通
知
（
以
下
こ
の
条

一

前
回
の
法
第
五
十
一
条
第
七
項
の
通
知
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
単
に
「
通
知
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
使
用

に
お
い
て
単
に
「
通
知
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
使
用
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前
自
主
検
査
の
実
施
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
と
ら
れ
て
い

前
自
主
検
査
の
実
施
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
と
ら
れ
て
い

る
と
評
定
さ
れ
た
組
織
で
あ
っ
て
、
前
回
の
使
用
前
安
全

る
と
評
定
さ
れ
た
組
織
で
あ
っ
て
、
前
回
の
法
第
五
十
一

管
理
審
査
に
係
る
使
用
前
自
主
検
査
が
終
了
し
た
日
と
前

条
第
三
項
の
審
査
（
以
下
「
使
用
前
安
全
管
理
審
査
」
と

回
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い

い
う
。
）
に
係
る
使
用
前
自
主
検
査
が
終
了
し
た
日
と
前

日
と
の
間
に
第
七
十
三
条
の
三
第
一
号
及
び
第
三
号
の
工

回
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い

事
の
工
程
に
お
い
て
行
う
使
用
前
自
主
検
査
を
行
っ
た
も

日
と
の
間
に
第
七
十
三
条
の
三
第
一
号
及
び
第
三
号
の
工

の
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
三
年
三

事
の
工
程
に
お
い
て
行
う
使
用
前
自
主
検
査
を
行
っ
た
も

月
を
超
え
な
い
時
期

の
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
三
年
三

月
を
超
え
な
い
時
期

二
・
三

［
略
］

二
・
三

［
略
］

第
七
十
三
条
の
六
の
二
～
第
九
十
四
条

［
略
］

第
七
十
三
条
の
六
の
二
～
第
九
十
四
条

[

略]
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第
九
十
四
条
の
二

定
期
事
業
者
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
時
期

第
九
十
四
条
の
二

定
期
事
業
者
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
時
期

に
行
う
も
の
と
す
る
。

に
行
う
も
の
と
す
る
。

一
～
五

［
略
］

一
～
五

［
略
］

２

次
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か

２

次
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
又
は
特
定
電
気
工
作
物
の
設
置
の

わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
又
は
特
定
電
気
工
作
物
の
設
置
の

場
所
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
（
以
下
こ
の
条
に
お

場
所
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
単
に
「
産
業
保
安
監
督
部
長
」
と
い
う
。
）
が
定
め
る

い
て
単
に
「
産
業
保
安
監
督
部
長
」
と
い
う
。
）
が
定
め
る

時
期
に
定
期
事
業
者
検
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

時
期
に
定
期
事
業
者
検
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一
・
二

［
略
］

一
・
二

［
略
］

三

災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
第
一
項
に
規

三

災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
に
規
定

定
す
る
時
期
又
は
前
二
号
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣

す
る
時
期
に
定
期
事
業
者
検
査
を
行
う
こ
と
が
著
し
く
困

又
は
産
業
保
安
監
督
部
長
が
定
め
る
時
期
に
定
期
事
業
者

難
で
あ
る
と
認
め
て
、
産
業
保
安
監
督
部
長
が
定
期
事
業

検
査
を
行
う
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
て
、
産

者
検
査
を
行
う
べ
き
時
期
を
定
め
て
承
認
し
た
と
き
。
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業
保
安
監
督
部
長
が
定
期
事
業
者
検
査
を
行
う
べ
き
時
期

を
定
め
て
承
認
し
た
と
き
。

３

［
略
］

３

［
略
］

第
九
十
四
条
の
三
・
第
九
十
四
条
の
四

［
略
］

第
九
十
四
条
の
三
・
第
九
十
四
条
の
四

［
略
］

第
九
十
四
条
の
五

第
九
十
四
条
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に

第
九
十
四
条
の
五

第
九
十
四
条
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に

掲
げ
る
電
気
工
作
物
の
法
第
五
十
五
条
第
四
項
の
主
務
省
令

掲
げ
る
電
気
工
作
物
の
法
第
五
十
五
条
第
四
項
の
主
務
省
令

で
定
め
る
時
期
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
災
害

で
定
め
る
時
期
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
当
該
時
期
に
法
第
五
十

五
条
第
四
項
の
審
査
（
以
下
「
定
期
安
全
管
理
審
査
」
と
い

う
。
）
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業

大
臣
又
は
電
気
工
作
物
の
設
置
の
場
所
を
管
轄
す
る
産
業
保
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安
監
督
部
長
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
時
期
に
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
回
の
通
知
に
お
い
て
定
期
事
業
者
検
査
の
実
施
に
つ

一

前
回
の
通
知
に
お
い
て
定
期
事
業
者
検
査
の
実
施
に
つ

き
十
分
な
体
制
が
と
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
保
守
管
理
に

き
十
分
な
体
制
が
と
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
保
守
管
理
に

関
す
る
十
分
か
つ
高
度
な
取
組
を
実
施
し
て
い
る
と
評
定

関
す
る
十
分
か
つ
高
度
な
取
組
を
実
施
し
て
い
る
と
評
定

さ
れ
た
組
織
で
あ
っ
て
、
前
回
の
定
期
安
全
管
理
審
査
に

さ
れ
た
組
織
で
あ
っ
て
、
前
回
の
法
第
五
十
五
条
第
四
項

係
る
定
期
事
業
者
検
査
が
終
了
し
た
日
と
前
回
の
通
知
を

の
審
査
（
以
下
「
定
期
安
全
管
理
審
査
」
と
い
う
。
）
に

受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
年
を
超
え
な
い
日
と
の
間
に

係
る
定
期
事
業
者
検
査
が
終
了
し
た
日
と
前
回
の
通
知
を

定
期
事
業
者
検
査
を
行
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
回
の

受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
年
を
超
え
な
い
日
と
の
間
に

通
知
を
受
け
た
日
か
ら
六
年
三
月
を
超
え
な
い
時
期

定
期
事
業
者
検
査
を
行
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
回
の

通
知
を
受
け
た
日
か
ら
六
年
三
月
を
超
え
な
い
時
期

二
～
六

［
略
］

二
～
六

［
略
］

２

第
九
十
四
条
第
十
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
電
気

２

第
九
十
四
条
第
十
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
電
気
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工
作
物
の
法
第
五
十
五
条
第
四
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
時

工
作
物
の
法
第
五
十
五
条
第
四
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
時

期
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む

期
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

を
得
な
い
事
由
に
よ
り
当
該
時
期
に
定
期
安
全
管
理
審
査
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
又
は

電
気
工
作
物
の
設
置
の
場
所
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部

長
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
時
期
に
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
～
三

［
略
］

一
～
三

［
略
］

第
九
十
四
条
の
五
の
二
～
第
九
十
五
条
［
略
］

第
九
十
四
条
の
五
の
二
～
第
九
十
五
条
［
略
］

（
一
般
用
電
気
工
作
物
の
調
査
）

（
一
般
用
電
気
工
作
物
の
調
査
）

第
九
十
六
条

［
略
］

第
九
十
六
条

［
略
］
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２

法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
は
、
次
の
各

２

法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
は
、
次
の
各

号
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

号
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

調
査
は
、
一
般
用
電
気
工
作
物
が
設
置
さ
れ
た
時
及
び

一

調
査
は
、
一
般
用
電
気
工
作
物
が
設
置
さ
れ
た
時
及
び

変
更
の
工
事
（
ロ
に
掲
げ
る
一
般
用
電
気
工
作
物
に
あ
っ

変
更
の
工
事
（
ロ
に
掲
げ
る
一
般
用
電
気
工
作
物
に
あ
っ

て
は
、
受
電
電
力
の
容
量
の
変
更
を
伴
う
変
更
の
工
事
に

て
は
、
受
電
電
力
の
容
量
の
変
更
を
伴
う
変
更
の
工
事
に

限
る
。
）
が
完
成
し
た
時
に
行
う
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
頻

限
る
。
）
が
完
成
し
た
時
に
行
う
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
頻

度
で
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い

度
で
行
う
こ
と
。

事
由
に
よ
り
当
該
頻
度
で
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
当
該
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
や
ん

だ
後
速
や
か
に
調
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

イ

ロ
に
掲
げ
る
一
般
用
電
気
工
作
物
以
外
の
一
般
用
電

イ

ロ
に
掲
げ
る
一
般
用
電
気
工
作
物
以
外
の
一
般
用
電

気
工
作
物
に
あ
っ
て
は
、
四
年
に
一
回
以
上

気
工
作
物
に
あ
っ
て
は
、
四
年
に
一
回
以
上

ロ

一
般
用
電
気
工
作
物
の
所
有
者
又
は
占
有
者
か
ら
一

ロ

一
般
用
電
気
工
作
物
の
所
有
者
又
は
占
有
者
か
ら
一
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般
用
電
気
工
作
物
の
点
検
の
業
務
（
以
下
「
点
検
業
務
」

般
用
電
気
工
作
物
の
点
検
の
業
務
（
以
下
「
点
検
業
務
」

と
い
う
。
）
を
受
託
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、

と
い
う
。
）
を
受
託
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、

当
該
受
託
事
業
を
行
う
区
域
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督

当
該
受
託
事
業
を
行
う
区
域
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督

部
長
（
当
該
受
託
事
業
を
行
う
区
域
が
二
以
上
の
産
業
保

部
長
（
当
該
受
託
事
業
を
行
う
区
域
が
二
以
上
の
産
業
保

安
監
督
部
の
管
轄
区
域
に
わ
た
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大

安
監
督
部
の
管
轄
区
域
に
わ
た
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大

臣
。
以
下
「
所
轄
産
業
保
安
監
督
部
長
」
と
い
う
。
）
の

臣
。
以
下
「
所
轄
産
業
保
安
監
督
部
長
」
と
い
う
。
）
の

登
録
を
受
け
た
法
人
（
以
下
「
登
録
点
検
業
務
受
託
法
人

登
録
を
受
け
た
法
人
（
以
下
「
登
録
点
検
業
務
受
託
法
人

」
と
い
う
。
）
が
点
検
業
務
を
受
託
し
て
い
る
一
般
用
電

」
と
い
う
。
）
が
点
検
業
務
を
受
託
し
て
い
る
一
般
用
電

気
工
作
物
（
以
下
「
受
託
電
気
工
作
物
」
と
い
う
。
）
に

気
工
作
物
（
以
下
「
受
託
電
気
工
作
物
」
と
い
う
。
）
に

あ
っ
て
は
、
五
年
に
一
回
以
上

あ
っ
て
は
、
五
年
に
一
回
以
上

二
～
五

［
略
］

二
～
五

［
略
］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。
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（
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
九
年
通
商
産
業
省
令
第
十
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の

を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
供
給
設
備
の
点
検
の
方
法
）

（
供
給
設
備
の
点
検
の
方
法
）

第
三
十
六
条

［
略
］

第
三
十
六
条

［
略
］
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一

点
検
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
供
給
設
備
の
種
類

一

点
検
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
供
給
設
備
の
種
類

ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
回
数
で
行
う
も
の
と
す
る
。
た

て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
回
数
で
行
う
も
の
と
す
る
。

だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
同
表
下

欄
に
掲
げ
る
回
数
で
点
検
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と

き
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る

期
間
に
一
回
以
上
点
検
を
行
う
も
の
と
す
る
。

表

［
略
］

表

［
略
］

二
・
三

［
略
］

二
・
三

［
略
］

２

［
略
］

２

［
略
］

（
消
費
設
備
の
調
査
の
方
法
）

（
消
費
設
備
の
調
査
の
方
法
）

第
三
十
七
条

［
略
］

第
三
十
七
条

［
略
］
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一

調
査
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
消
費
設
備
の
種
類

一

調
査
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
供
給
設
備
の
種
類

ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
回
数
で
行
う
も
の
と
す
る
。
た

て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
回
数
で
行
う
も
の
と
す
る
。

だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
同
表
下

欄
に
掲
げ
る
回
数
で
調
査
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と

き
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る

期
間
に
一
回
以
上
調
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

表

［
略
］

表

［
略
］

二
～
五

［
略
］

二
～
五

［
略
］

第
三
十
八
条

［
略
］

第
三
十
八
条

［
略
］

（
周
知
の
方
法
）

（
周
知
の
方
法
）
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第
三
十
八
条
の
二

周
知
を
行
う
保
安
機
関
（
以
下
こ
の
条
か

第
三
十
八
条
の
二

周
知
を
行
う
保
安
機
関
（
以
下
こ
の
条
か

ら
第
三
十
八
条
の
四
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
保
安
機
関
」
と

ら
第
三
十
八
条
の
四
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
保
安
機
関
」
と

い
う
。
）
は
、
そ
の
周
知
に
係
る
一
般
消
費
者
等
に
対
し
、

い
う
。
）
は
、
そ
の
周
知
に
係
る
一
般
消
費
者
等
に
対
し
、

供
給
開
始
時
及
び
二
年
に
一
回
以
上
の
回
数
で
第
二
十
七
条

供
給
開
始
時
及
び
二
年
に
一
回
以
上
の
回
数
で
第
二
十
七
条

各
号
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
配
布
し
、
当
該
事
項
を
周

各
号
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
配
布
し
、
当
該
事
項
を
周

知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む

知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
得
な
い
事
由
に
よ
り
そ
の
回
数
で
周
知
さ
せ
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し

て
定
め
る
期
間
に
一
回
以
上
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

保
安
機
関
は
、
そ
の
周
知
に
係
る
一
般
消
費
者
等
が
、
次

２

保
安
機
関
は
、
そ
の
周
知
に
係
る
一
般
消
費
者
等
が
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
消
費
設
備
を
所
有
し
、
又
は
占
有
す
る
場

の
各
号
に
掲
げ
る
消
費
設
備
を
所
有
し
、
又
は
占
有
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
一
般

合
に
あ
っ
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
一
般
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消
費
者
等
に
対
し
、
供
給
開
始
時
及
び
一
年
に
一
回
以
上
の

消
費
者
等
に
対
し
、
供
給
開
始
時
及
び
一
年
に
一
回
以
上
の

回
数
で
第
二
十
七
条
各
号
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
配
布

回
数
で
第
二
十
七
条
各
号
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
配
布

し
、
当
該
事
項
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

し
、
当
該
事
項
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
そ
の
回
数
で
周

知
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
が

当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
に
一
回
以
上
周
知
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

［
略
］

一
・
二

［
略
］

３

［
略
］

３

［
略
］

第
三
十
八
条
の
三
～
第
四
十
七
条
の
二

［
略
］

第
三
十
八
の
三
条
～
第
四
十
七
の
二
条

［
略
］

（
認
定
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
報
告
義
務
）

（
認
定
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
報
告
義
務
）
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第
四
十
八
条

［
略
］

第
四
十
八
条

［
略
］

２

前
項
に
お
い
て
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り

［
新
設
］

同
項
の
期
間
内
に
報
告
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、

経
済
産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
内
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
・
４

［
略
］

２
・
３

［
略
］

第
四
十
九
条
～
第
八
十
条

［
略
］

第
四
十
九
条
～
第
八
十
条

［
略
］

（
充
て
ん
設
備
の
保
安
検
査
）

（
充
て
ん
設
備
の
保
安
検
査
）

第
八
十
一
条

法
第
三
十
七
条
の
六
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ

第
八
十
一
条

法
第
三
十
七
条
の
六
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ

り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
保
安
検
査
は
、
一
年
に
一
回
受
け

り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
保
安
検
査
は
、
一
年
に
一
回
行
う

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
使
用
を
休
止
し
た
充
て
ん
設
備
で
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由
に
よ
り
そ
の
回
数
で
保
安
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で

あ
っ
て
、
当
該
充
て
ん
設
備
の
許
可
を
し
た
都
道
府
県
知
事

あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定

に
そ
の
旨
を
届
け
出
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
前
回
の
保
安

め
る
期
間
に
一
回
受
け
る
も
の
と
す
る
。

検
査
（
保
安
検
査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
充
て
ん
設
備
に
あ

っ
て
は
、
完
成
検
査
）
を
受
け
た
日
か
ら
当
該
充
て
ん
設
備

を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
ま
で
の
期
間
が
一
年
以
上
で

あ
る
も
の
（
以
下
「
休
止
充
て
ん
設
備
」
と
い
う
。
）
に
あ

っ
て
は
、
当
該
充
て
ん
設
備
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
と

き
ま
で
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

２

使
用
を
休
止
し
た
充
て
ん
設
備
で
あ
っ
て
、
当
該
充
て
ん

［
新
設
］

設
備
の
許
可
を
し
た
都
道
府
県
知
事
に
そ
の
旨
を
届
け
出
た

も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
前
回
の
保
安
検
査
（
保
安
検
査
を
受

け
た
こ
と
の
な
い
充
て
ん
設
備
に
あ
っ
て
は
、
完
成
検
査
）

を
受
け
た
日
か
ら
当
該
充
て
ん
設
備
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
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す
る
日
ま
で
の
期
間
が
一
年
以
上
で
あ
る
も
の
（
以
下
「
休

止
充
て
ん
設
備
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
当
該
充
て
ん

設
備
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
ま
で
行
わ
な
い
も
の

と
す
る
。

３
～
５

［
略
］

２
～
４

［
略
］

第
八
十
二
条
～
第
百
三
十
一
条
の
二

［
略
］

第
八
十
二
条
～
第
百
三
十
一
条
の
二

［
略
］

（
報
告
）

（
報
告
）

第
百
三
十
二
条

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
は
、
毎
事
業
年

第
百
三
十
二
条

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
は
、
毎
事
業
年

度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
、

度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
、

同
表
の
下
表
に
掲
げ
る
者
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
表
の
下
表
に
掲
げ
る
者
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
当
該
期



- 96 -

間
内
に
報
告
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業

大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
内
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

表

［
略
］

表

［
略
］

様
式
第
44

（第
81
条
関
係

）

様
式
第
44

（第
81
条
関
係

）

［略

］

［略

］

１

～

３

［略

］

１

～

３

［略

］

４
そ
の
他
特
記
事
項

［新
設

］

備
考

１
・
２

［略

］

備
考

１
・
２

［略

］

（
）

（
）

３
第

1
条
の
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事

［新
設

］

8

由
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知

事
が
定
め
た
期
間
内
に
受
け
る
場
合
に
あ
つ
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て
は

そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と

、
。

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
ガ
ス
工
作
物
の
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

ガ
ス
工
作
物
の
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
後
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の

は
、
こ
れ
を
加
え
る
。改

正

後

改

正

前
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（
漏
え
い
検
査
）

（
漏
え
い
検
査
）

第
五
十
一
条

道
路
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
導
管
（
特
定
地
下
街

第
五
十
一
条

道
路
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
導
管
（
特
定
地
下
街

等
又
は
特
定
地
下
室
等
に
ガ
ス
を
供
給
す
る
も
の
で
あ
っ
て

等
又
は
特
定
地
下
室
等
に
ガ
ス
を
供
給
す
る
も
の
で
あ
っ
て

当
該
導
管
に
関
し
第
四
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
装
置
が

当
該
導
管
に
関
し
第
四
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
装
置
が

道
路
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
道
路
に

道
路
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
道
路
に

埋
設
さ
れ
て
い
る
本
支
管
か
ら
当
該
装
置
ま
で
の
部
分
に
限

埋
設
さ
れ
て
い
る
本
支
管
か
ら
当
該
装
置
ま
で
の
部
分
に
限

る
。
）
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
導
管
の
種
類
ご
と
に

る
。
）
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
導
管
の
種
類
ご
と
に

、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
頻
度
で
、
適
切
な
方
法

、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
頻
度
で
、
適
切
な
方
法

に
よ
り
検
査
を
行
い
、
漏
え
い
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の

に
よ
り
検
査
を
行
い
、
漏
え
い
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
・
二

［
略
］

一
・
二

［
略
］

三

経
済
産
業
大
臣
（
導
管
の
設
置
の
場
所
が
一
の
産
業
保

［
新
設
］
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安
監
督
部
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
あ
る
場
合
は
、
当
該
導

管
の
設
置
の
場
所
を
所
管
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
。
）

の
承
認
を
受
け
た
場
合

表

［
略
］

表

［
略
］

２

道
路
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
導
管
か
ら
ガ
ス
栓
ま
で
に
設
置

２

道
路
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
導
管
か
ら
ガ
ス
栓
ま
で
に
設
置

さ
れ
て
い
る
導
管
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
コ
ッ
ク
、
ガ
ス
メ
ー
タ

さ
れ
て
い
る
導
管
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
コ
ッ
ク
、
ガ
ス
メ
ー
タ

ー
及
び
ガ
ス
栓
（
特
定
地
下
街
等
又
は
特
定
地
下
室
等
に
ガ

ー
及
び
ガ
ス
栓
（
特
定
地
下
街
等
又
は
特
定
地
下
室
等
に
ガ

ス
を
供
給
す
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲

ス
を
供
給
す
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲

げ
る
ガ
ス
工
作
物
の
部
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄

げ
る
ガ
ス
工
作
物
の
部
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
頻
度
で
、
適
切
な
方
法
に
よ
り
検
査
を
行
い
、
漏

に
掲
げ
る
頻
度
で
、
適
切
な
方
法
に
よ
り
検
査
を
行
い
、
漏

え
い
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

え
い
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

い
。
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一
～
四

［
略
］

一
～
四

［
略
］

五

経
済
産
業
大
臣
（
導
管
の
設
置
の
場
所
が
一
の
産
業
保

［
新
設
］

安
監
督
部
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
あ
る
場
合
は
、
当
該
導

管
の
設
置
の
場
所
を
所
管
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
。
）

の
承
認
を
受
け
た
場
合

表

［
略
］

表

［
略
］

３

特
定
地
下
街
等
又
は
特
定
地
下
室
等
に
ガ
ス
を
供
給
す
る

３

特
定
地
下
街
等
又
は
特
定
地
下
室
等
に
ガ
ス
を
供
給
す
る

導
管
（
第
一
項
に
規
定
す
る
導
管
の
部
分
を
除
く
。
）
、
ガ

導
管
（
第
一
項
に
規
定
す
る
導
管
の
部
分
を
除
く
。
）
、
ガ

ス
メ
ー
タ
ー
コ
ッ
ク
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
及
び
ガ
ス
栓
は
、
次

ス
メ
ー
タ
ー
コ
ッ
ク
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
及
び
ガ
ス
栓
は
、
次

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
ガ
ス
工
作
物
の
部
分
ご
と
に
、
そ
れ

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
ガ
ス
工
作
物
の
部
分
ご
と
に
、
そ
れ

ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
頻
度
で
、
適
切
な
方
法
に
よ
り

ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
頻
度
で
、
適
切
な
方
法
に
よ
り

検
査
を
行
い
、
漏
え
い
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
な
け

検
査
を
行
い
、
漏
え
い
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
は
、

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
は
、
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こ
の
限
り
で
な
い
。

こ
の
限
り
で
な
い
。

一
～
四

［
略
］

一
～
四

［
略
］

五

経
済
産
業
大
臣
（
導
管
の
設
置
の
場
所
が
一
の
産
業
保

［
新
設
］

安
監
督
部
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
あ
る
場
合
は
、
当
該
導

管
の
設
置
の
場
所
を
所
管
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
。
）

の
承
認
を
受
け
た
場
合

表

［
略
］

表

［
略
］

４

［
略
］

４

［
略
］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
鉱
山
保
安
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）
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第
十
一
条

鉱
山
保
安
法
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
経
済
産
業
省
令
第
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
後
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の

は
、
こ
れ
を
加
え
る
。改

正

後

改

正

前

（
保
安
図
）

（
保
安
図
）

第
四
十
七
条

［
略
］

第
四
十
七
条

［
略
］

２

［
略
］

２

［
略
］

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得

［
新
設
］

な
い
事
由
に
よ
り
第
一
項
の
期
間
内
に
同
項
の
保
安
図
の
複

本
の
提
出
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
鉱
業
権
者
は
、
経
済

産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
内
に
同
項
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の
保
安
図
の
複
本
を
産
業
保
安
監
督
部
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
国
際
相
互
承
認
に
係
る
容
器
保
安
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

国
際
相
互
承
認
に
係
る
容
器
保
安
規
則
（
平
成
二
十
八
年
経
済
産
業
省
令
第
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前
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（
容
器
再
検
査
の
期
間
）

（
容
器
再
検
査
の
期
間
）

第
十
五
条

［
略
］

第
十
五
条

［
略
］

２

［
略
］

２

［
略
］

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
の
認
可

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
の
認
可

を
受
け
た
場
合
又
は
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ

を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
認
可
に
係
る
期
間
を
も
っ
て
法
第

り
こ
れ
ら
の
項
の
期
間
内
に
容
器
再
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間

困
難
で
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
認
可
に
係
る
期
間
又

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
経
済
産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
を

も
っ
て
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
期
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
六
条
・
第
十
七
条

［
略
］

第
十
六
条
・
第
十
七
条

［
略
］
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（
附
属
品
再
検
査
の
期
間
）

（
附
属
品
再
検
査
の
期
間
）

第
十
八
条

［
略
］

第
十
八
条

［
略
］

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
の
認
可
を

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
の
認
可
を

受
け
た
場
合
又
は
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り

受
け
た
場
合
は
、
当
該
認
可
に
係
る
期
間
を
も
っ
て
法
第
四

同
項
の
期
間
内
に
附
属
品
再
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で

十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
と

あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
認
可
に
係
る
期
間
又
は
経
済

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
を
も
っ
て

法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

期
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。
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附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


